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式
の
あ
と
販
売
さ
れ
、
高
品
質
の

農
産
物
が
安
価
で
買
え
る
と
あ
っ

て
、
来
場
者
に
大
好
評
で
し
た
。

各
部
門
で
優
等
、
１
等
を
受
賞

さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
出
展
内
訳

・
水
　
　
　
稲
…
…
…
…
…
13
点

・
果
　
　
　
樹
…
…
…
…
…
70
点

・
特
産
野
菜
…
…
…
…
…
127
点

・
一
般
野
菜
１
…
…
…
…
…
121
点

・
一
般
野
菜
２
…
…
…
…
…
203
点

・
花
　
　
き
…
…
…
…
…
16
点

・
雑
　
　
穀
…
…
…
…
…
30
点

・
そ

の

他
…
…
…
…
…
12
点

第
７
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評

会
の
褒
賞
授
与
式
が
11
月
７
日
、

産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー
ム

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
並
べ
ら
れ
た
農
産
物
５

９
２
点
は
、
五
戸
町
と
新
郷
村
の

農
家
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
自

慢
の
逸
品
。ど
れ
も
品
質
が
良
く
、

農
業
に
取
り
組
む
意
欲
が
強
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は

１
等 

１
等 

優
等 

り
ん
ご
（
ゴ
ー
ル
デ
ン

） 

り
ん
ご
（
王
林
） 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

り
ん
ご
（
紅
玉
） 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

金
　
沢
　
次
　
夫 

角
　
濱
　
　
　
守 

北
　
上
　
貞
　
夫 

小
笠
原
　
　
　
豊 

北
　
上
　
俊
　
博 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

北
日
本
青
果
株
式
会
社
社
長
賞 

し
ん
せ
い
五
戸
農
協
果
樹
部
会
長
賞 

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
県
本
部
長
賞 

八
戸
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
長
賞 

し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合
長
賞 

玄
　
米
（
ゆ
め
あ
か
り

） 

越
懸
澤
　
善
　
喜 

五
戸 

し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合
長
賞 

優
等 

玄
　
米
（
ゆ
め
あ
か
り

） 

三
　
浦
　
正
　
蔵 

五
戸 

八
戸
広
域
農
業
協
同
組
合
長
賞 

農
産
物
品
評
会
入
賞
者
（
優
等
・
１
等
の
み
、敬
称
略
） 

果
　
　
樹 

水
　
　
稲 

１
等 

優
等 

１
等 

に
ん
に
く 

な
が
い
も
（
秋
掘
） 

な
が
い
も
（
春
掘
） 

な
が
い
も
（
春
掘
） 

に
ん
に
く 

な
が
い
も
（
春
掘
） 

な
が
い
も
（
秋
掘
） 

鳥
谷
部
　
　
　
勉 

類
　
家
　
栄
　
司 

三
　
浦
　
正
　
人 

巴
　
　
　
信
　
男 

畑
　
山
　
賢
　
一 

立
　
花
　
光
　
廣 

類
　
家
　
靖
　
博 

１
等 

１
等 

優
等 

輪 

菊
（
神
　
馬
） 

守
　
野
　
は
や
子 

新
郷 

輪 

菊
（
神
　
馬
） 

藤
　
村
　
正
　
勝 

新
郷 

輪 

菊
（
精
興
の
秋

） 

佐
　
野
　
純
　
一 

新
郷 

八
戸
地
域
花
き
生
産
者
協
議
会
長
賞 

八
戸
花
き
株
式
会
社
社
長
賞 

し
ん
せ
い
五
戸
農
協
花
き
部
会
長
賞 

優
等 

青
森
合
同
青
果
株
式
会
社
社
長
賞 

八
戸
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
長
賞 

豊
間
内
長
芋
出
荷
組
合
長
賞 

豊
間
内
長
芋
出
荷
組
合
長
賞 

し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合
長
賞 

五
戸
町
長
賞 

青
森
県
知
事
賞 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

五
戸 

大

根

 

風
　
張
　
澄
　
男 

し
ん
せ
い
五
戸
農
協
野
菜
総
合
部
会
長
賞 

豊
間
内
長
芋
出
荷
組
合
長
賞 

八
戸
広
域
農
業
協
同
組
合
長
賞 

三
八
地
区
農
協
青
果
物
集
出
荷
推
進
協
議
会
長
賞 

八
戸
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
長
賞 

新
郷
村
長
賞 

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
県
本
部
長
賞 

新
郷 

ご

ぼ

う

 

小
山
田
　
光
　
騎 

五
戸 

ご

ぼ

う

 

米
　
田
　
エ
ヤ
子 

五
戸 

ね

ぎ

 

大
久
保
　
一
　
美 

五
戸 

大

根

 

佐
々
木
　
剛
　
人 

五
戸 

大

根

 

田
　
沢
　
重
　
信 

新
郷 

ね

ぎ

 

豊
　
川
　
慶
　
蔵 

五
戸 

丸

い

も

 

小
　
渡
　
　
　
登 

八
戸
中
央
青
果
株
式
会
社
社
長
賞 

青
森
合
同
青
果
株
式
会
社
社
長
賞 

八
戸
広
域
農
業
協
同
組
合
長
賞 

八
戸
中
央
青
果
株
式
会
社
社
長
賞 

北
日
本
青
果
株
式
会
社
社
長
賞 

五
戸 

ほ
う
れ
ん
草 

長
　
根
　
京
　
子 

新
郷 

ピ
ー
マ
ン 

米
　
田
　
勝
　
治 

五
戸 

キ
ャ
ベ
ツ 

鈴
　
木
　
正
　
義 

五
戸 

に
ん
じ
ん 

原
　
　
　
照
　
子 

五
戸 

特
産
野
菜 

花
　
　
き 

１
等 
小

豆

 

石
川
原
　
た
　
か 

五
戸 

し
ん
せ
い
五
戸
農
業
協
同
組
合
長
賞 

雑
　
　
穀 

一
般
野
菜
　
２ 

一
般
野
菜
　
１ 

入賞者の皆さん、これからも良い農産物を作ってください



この日、夕食にキムチが出た家庭多数

み
込
ん
だ
質
問
や
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
日
に
産
業
ま
つ
り
会

場
の
五
戸
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た

「
キ
ム
チ
作
り
講
習
会
」
で
は
、

訪
問
団
の
女
性
陣
が
民
族
衣
装
チ

マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
て
登
場
。
韓
国

か
ら
持
ち
込
ん
だ
材
料
で
、
キ
ム

チ
作
り
の
実
演
を
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
町

内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
詰
め
か

け
、「
本
場
の
味
を
家
庭
で
も
再

現
し
よ
う
」
と
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

11
月
３
日
か
ら
６
日
ま

で
、
姉
妹
都
市
・
韓
国
沃

川
郡
か
ら
姜
鎬
東
副
郡
守

を
は
じ
め
と
す
る
29
名
が

五
戸
町
を
訪
れ
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

一
行
は
４
日
に
三
浦
町

長
を
表
敬
訪
問
し
、
互
い

の
町
の
概
要
に
つ
い
て
談

話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
行

わ
れ
た
公
務
員
研
修
で

は
、
建
築
行
政
や
下
水
道

整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
踏

第
20
回
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま

つ
り
が
11
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で

の
３
日
間
、
五
戸
ド
ー
ム
・
町
立

公
民
館
・
五
戸
代
官
所
の
３
会
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
商
工
大
バ
ザ
ー
ル
、
菊

花
・
盆
栽
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
来

場
者
は
期
間
中
延
べ
６
５
０
０
人

余
り
と
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
で
は
、
押
し
花
や
陶
芸
な
ど
の

手
作
り
作
品
を
展
示
。
大
ホ
ー
ル

で
は
小
・
中
学

校
音
楽
会
や
各

文
化
団
体
の
踊

り
、
ピ
ア
ノ
演

奏
な
ど
の
芸
能

発
表
が
あ
り
、

日
頃
の
練
習
の

成
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま

た
、
五
戸
代
官

所
に
は
、
は
た

織
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら

つきたてのオモチはいかが？夢の森アイス おいしいね展示品はどれも力作ぞろい

れ
、
参
加
者
は
昔
な
が
ら
の
方
法

で
熱
心
に
絹
を
編
ん
で
い
ま
し

た
。

町長を表敬訪問する一行

カ
ン
ホ
ド
ン



青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
次
の
強
調

事
項
を
掲
げ
、
皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◆
平
成
16
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

◇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

◇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
　

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の
と
き
は
、
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支

局
、
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
　
　
℡
24
│

３
３
４
６

子
ど
も
人
権
１
１
０
番
　
　
　
　
℡
０
１
７
│

７
７
４
│

１
０
２
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
　
℡
０
１
７
│

７
７
４
│

１
０
４
０

五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

沼
　
畑
　
　
　
清
　
　
℡
62
│

３
２
４
９

久
　
保
　
　
　
正
　
　
℡
77
│

２
５
９
３

a

奥
　
　
　
惠
　
　
℡
62
│

２
０
２
６

石
　
渡
　
幹
　
郎
　
　
℡
67
│

２
９
０
６

川
　
h

光
　
雄
　
　
℡
68
│

３
１
８
４

原
　
　
　
冨
美
子
　
　
℡
68
│

２
２
４
０

a

谷
　
冨
士
男
　
　
℡
77
│

３
０
９
４

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

・
日
　
時
　
　
平
成
16
年
12
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

・
場
　
所
　
　
町
立
公
民
館

・
相
談
員
　
　
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

第
43
回
青
森
県
統
計
大
会
に
お

い
て
五
戸
町
統
計
研
究
会
の
会
員

４
名
が
、
長
年
の
活
動
と
統
計
思

想
普
及
へ
の
功
労
に
よ
り
、
表
彰

状
や
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
で
も
種
市
武
美
さ
ん
は
約
半
世

紀
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
従
事

し
、
現
在
同
研
究
会
副
会
長
の
職

を
務
め
て
い
ま
す
。

五
戸
町
商
工
会（
北
紀
一
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
町
の
文
化
発
展
に

一
役
買
お
う
と
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

地
域
音
楽
祭
」を
開
催
し
ま
し
た
。

出
演
陣
は
、
三
味
線
や
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
バ
ス
独
唱
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
な
い
幅
広
い
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
五
戸
町
在

住
、
あ
る
い
は
五
戸
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
た
ち
で
す
。
最
後
は
出

演
者
全
員
と
観
客
が
一
緒
に
「
紅

葉
」
を
合
唱
。
地
域
音
楽
祭
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な

り
ま
し
た
。

少年時代を五戸町で過ごした熊木晟二さんのバス独唱

全
国
統
計
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

種
　
市
　
武
　
美
（
岩
ノ
脇
）

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計
部
長
感
謝
状

鳥
谷
部
　
榮
　
作
（
兎
　
内
）

奥
　
寺
　
信
　
夫
（
観
音
堂
）

青
森
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰

金
　
澤
　
幹
　
雄
（
上
兎
内
）

問い合わせ先：役場介護保険課 ６２－７９５６（直通）



マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

小
林
　
静
枝

（
市
川
道
十
文
字

）

畑
山
　
房
子

（
倉
石
中
市
）

類
家
　
清
美

（
菖
蒲
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ

（
鍛
冶
屋
窪
）

橘
　
ミ
ネ
子

（
北
市
川
）

高
嶋
　
春
松

（
野
　
月
）

原
　
は
つ
ゑ

（
上
市
川
）

田
代
十
志
男

（
上
市
川
）

こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
川
村
次
雄

会
長
）
が
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良

団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
協
会
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
家
庭
婦

人
の
体
力
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
明

る
い
家
庭
づ
く
り
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
昭
和
58
年
に
発

足
。
以
来
、
三
戸
郡
総
合
体
育
大

会
や
青
森
県
民
大
会
な
ど
数
々
の

大
会
に
参
加
し
、
常
に
上
位
に
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。

瑞
穂
館
で

は
10
月
27
日
、

五
戸
町
初
と

な
る「
お
猿
の

劇
場
」の
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鉄
棒
や
玉
乗
り
な
ど
次
々
に
披
露

さ
れ
る
芸
に
、
来
場
し
た
子
ど
も
た

ち
は
す
っ
か
り
と
り
こ
に
な
っ
た
様

子
。
ま
た
、
お
猿
の
か
ご
屋
や
ペ
ン

ギ
ン
の
着
ぐ
る
み
姿
の
子
猿
な
ど
ユ

ー
モ
ラ
ス
で
か
わ
い
ら
し
い
演
目
に

も
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
13
日
、
町
立
公
民
館
に
お
い
て
ロ
ッ

ク
歌
手
・
宇
崎
竜
童
さ
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
満
を
持
し
て
ス
テ
ー
ジ
に

宇
崎
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
大
ホ
ー
ル
を
埋

め
つ
く
し
た
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
前
半
は
バ
ラ
ー
ド
中
心
の
選
曲

で「
お
客
さ
ん
の
年
齢
層
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

（
笑
）」
と
は
宇
崎
さ
ん
の
弁
。

し
か
し
後
半
は
ヒ
ッ
ト
曲
続
出
で
一
気
に

盛
り
上
が
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
入
る
と
観
客

総
立
ち
で
拍
手
と
歓
声
の
嵐
。「
五
戸
は
ノ

リ
が
い
い
」
と
気
を
良
く
し
た
宇
崎
さ
ん
。

２
度
目
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
快
く
応
じ
て
く

れ
、
気
が
付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
２
時
間

半
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。



除
雪
作
業
は
主
に
交
通
量
の
少

な
い
夜
間
と
早
朝
に
行
う
の
で
、

路
上
駐
車
す
る
と
視
界
が
悪
く
、

衝
突
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

駐
車
し
て
い
る
部
分
お
よ
び
そ
の

前
方
の
道
路
が
除
雪
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
、
交
通
障
害
の
も
と
に

な
り
ま
す
。

除
雪
車
は
重
機
械
で
す
か
ら
、

前
後
10
ｍ
以
内
に
近
づ
く
と
死
角

と
な
り
歩
行
者
や
車
が
見
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
の

中
に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
材
、

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
び
散
る
こ
と
も

あ
り
危
険
で
す
。

道
路
に
庭
木
な
ど
、
木
々
の
枝

が
は
み
出
し
て
い
る
と
除
雪
車
が

入
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
枝
を
降
ろ
す
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
な
ど
の
た
め
、

融
雪
剤
を
危
険
個
所
の
道
路
わ
き

な
ど
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
道
路

凍
結
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
の
危
険
性

が
高
い
と
き
は
適
量
を
散
布
し
て

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
車
の
入
ら
な
い
道
路
は
住

民
の
方
々
の
協
力
で
除
雪
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
の
直
後
や
路
地
か
ら
の
雪

を
道
路
に
捨
て
て
い
る
光
景
が

時
々
見
ら
れ
ま
す
。
道
路
に
雪
を

捨
て
る
と
交
通
の
障
害
に
な
り
、

万
一
、
急
病
や
火
災
な
ど
が
発
生

し
た
と
き
は
大
変
で
す
。
雪
を
捨

て
る
と
き
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所

に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。（地

図
参
照
）

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
４
６

専門学校 

至市街 

まきば温泉 

工業団地 

ひばり野公園 

雪捨て場 
（苗代沢町有地） 

至
国
道
４
号 

至
志
戸
岸 

五
戸
中 

今
年
も
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
雪
が
降
る
と
交
通

確
保
の
た
め
道
路
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。
除
雪
作
業
は
危
険
を
伴
う
作
業

で
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
し
な
い

路
上
駐
車
は
し
な
い

除
雪
車
が
作
業
中
の
場
合

30
ｍ
以
内
に
近
寄
ら
な
い

庭
木
な
ど
の

は
み
出
し
に
つ
い
て

融
雪
剤
な
ど
の利用

に
つ
い
て

狭
い
道
路
な
ど
の

除
雪
に
つ
い
て

道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

去る１０月２３日、新潟県で震度７という非常に強い地震が発生しました。今後、このよう
な地震がいつ発生するとも限りません。皆さんの防災対策は万全ですか？

－防災対策８つのポイント－
①あなたの地区の避難場所を知っておく
②タンスや家具などの固定（転倒防止）
③地震発生時におけるガス、ストーブなどの早期消火
④初期消火のための消火器を備えておく
⑤ラジオ、電灯、ロウソクなどを備えておく
⑥非常持ち出し袋を備えておく
⑦救急箱を備えておく
⑧お年寄りや寝たきりの方は、避難（救助）しやすい場所で就寝する

問い合わせ先　五戸消防署　 ６２－３１１９

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

（
産
業
ま
つ
り
会
場
に
て
）



小児科科長

笹 野 拓 也

・
日
本
小
児
科
学
会
認
定
医

・
日
本
小
児
科
学
会
専
門
医

・
西
津
軽
郡
鰺
ヶ
沢
町
出
身

・
昭
和
37
年
１
月
２
日
生（
42
歳
）

・
平
成
２
年
３
月
信
州
大
学
医
学

部
卒
業

・
平
成
２
年
５
月
信
州
大
学
医
学

部
付
属
病
院
小
児
科
研
修
医

・
平
成
２
年
６
月
医
師
免
許
取
得

・
島
田
市
民
病
院
、
長
野
県
立
こ

ど
も
病
院
、
町
営
辰
野
総
合
病

院
、
厚
生
連
北
信
総
合
病
院
な

ど
で
診
療
に
従
事

・
平
成
16
年
４
月
か
ら
当
院
勤
務

●10月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,409

（ 4,865） 
3,101

（ 3,033） 
30,357

（32,266） 
22,528

（20,795） 

652

（ 819） 
365

（ 824） 

1,189

（ 1,898） 

5,006

（ 5,182） 
3,721

（ 4,026） 
3,545

（ 4,862） 

982

（ 1,147） 
20

（ 22） 
118

（ 270） 
7,515

（ 7,893） 
243

（ 265） 

259

（ 133） 
9

（ 0） 
 1,729

（ 992） 
201

（ 0） 

612

（ 784） 
0

（ 0） 
4,569

（ 4,873） 
0

（ 0） 

1,992

（ 2,121） 
621

（ 731） 
14,331

（14,904） 
4,930

（ 3,436） 

723

（ 726） 
496

（ 632） 
5,006

（ 4,865） 
4,347

（ 4,513） 

皮膚科 
191

（ 256） 
0

（ 0） 
1,629

（ 1,979） 
0

（ 0） 

10,374

（ 11,432） 
4,730

（ 5,512） 
73,863

（ 76,980） 
36,983

（ 35,769） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

554

（ 581） 

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 

科
　
長 

矢
田
部
宏
一 

副
医
長 

對
馬
　
清
人 

副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 

三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

井
伊
　
貴
幸 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

丸
屋
信
一
郎 

袴
田
真
理
子 

佐
々
木
　
亮 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日
の
午
後 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院

五
戸
総
合
病
院
で
は
、
今
年
４
月
に
笹
野
先
生
を
小
児
科
の
常
勤
医

と
し
て
お
迎
え
し
、
小
児
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
11

月
か
ら
は
「
気
管
支
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
学
校
検
診
の
２
次

検
診
」
を
対
象
に
学
童
・
園
児
（
小
・
中
学
生
、
保
育
・
幼
稚
園
児
）

の
た
め
の
午
後
外
来
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
午
後
の
急
病
（
発
熱
、
腹
痛
、
嘔
吐
、
喘
息
発
作
等
）
に
つ

き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
３
時
〜
４
時
（
病
院
休
診
日
を
除
く
）

受
付

完
全
予
約
制
（
申
し
込
み
は
小
児
科
外
来
窓
口
ま
た
は
電
話
で
）

当
日
は
午
後
２
時
で
締
め
切
り

対
象

気
管
支
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

学
校
検
診
の
２
次
検
診
（
貧
血
、
検
尿
、
心
電
図
な
ど
）



五戸町職員の給与等の公表 
　平成１６年度の町職員の給与などの実態をお知らせします。 
　町職員の給与はすべて「五戸町条例・規則」に明記され、新採用から退職までの給料月額および通勤、
扶養手当などの支給基準や額まで、細かく定められています。 

（注）人件費とは、特別職の報酬、給料、手当および職員の給料、諸手当、職員共済組合負担金、退職手当組合負担金 
などの合計額をいいます。 

１. 人件費の状況（一般会計決算） 

２. 職員給与費の状況（一般会計予算） 

３. 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（一般会計）（Ｈ１６.４.１現在） 

４. 職員の初任給の状況（Ｈ１６.４.１現在） 

７. 職員手当の状況（Ｈ１６.４.１現在） 
� 

（注）職員手当は、退職手当を含みません。 

（注）平均給与月額とは、給料・扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・通勤手当および住居手当などの合計額をいいます。 

区　分 

区　分 

区　分 

区　　　分 

区　分 五 戸 町 

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年 
勤 続 20 年　　21.0 月分　　28.0875月分 
勤 続 25 年　　33.75 月分　　43.335 月分 
勤 続 35 年　　47.5 月分　　60.99　月分 
最高限度額　　60.0 月分　　60.99　月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特別措置（２％～20％加算） 
　退職時特別昇給　　　　　１～２号給 
１人当たり 
平均支給額　 3,021 千円　　23,936 千円 

　　　　　　　期末手当　　　勤勉手当 
　６ 月 期 　　 1.4 月分　　 0.7 月分 
　12 月 期 　　 1.6 月分　　 0.7 月分 
　　 
　　 計 　　　 3.0 月分　　 1.4 月分 

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年 
勤 続 20 年　　21.0 月分　　28.0875月分 
勤 続 25 年　　33.75 月分　　43.335 月分 
勤 続 35 年　　47.5 月分　　60.99　月分 
最高限度額　　60.0 月分　　60.99　月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特別措置（２％～20％加算） 
　退職時特別昇給　　　　　　　１号俸 

　　　　　　　期末手当　　 勤勉手当 
　６ 月 期 　　 1.4 月分　　 0.7 月分 
　12 月 期 　　 1.6 月分　　 0.7 月分 
　　 
　　 計 　　　 3.0 月分　　 1.4 月分 

 
期末手当 

 
勤勉手当 

退職手当 

国 

一般行政職 

技能労務職 

15年度 18,041 人 6,910,073 千円 

16年度 

平均給料月額 
一 般 行 政 職 

大学卒 
高校卒 
大学卒 
高校卒 

170,700 円 
初　　任　　給 

五 戸 町 

138,800 円 

136,000 円 

184,400 円 
採用２年経過日給料額 

148,500 円 

145,500 円 

170,700 円 
初　　任　　給 

国 

138,800 円 

136,000 円 

184,400 円 
採用２年経過日給料額 

148,500 円 

145,500 円 

５. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（Ｈ１６.４.１現在） 
区　　　分 

一般行政職 

技能労務職 

大学卒 
高校卒 
大学卒 
高校卒 

249,000 円 
経 験 年 数 １０ 年  経 験 年 数 １５ 年  経 験 年 数 ２０ 年  

232,700 円 
293,600 円 
242,800 円 

214,700 円 229,700 円 

343,000 円 
289,700 円 

272,900 円 

平均給与月額 平 均 年 齢 平均給料月額 
技 能 労 務 職 
平均給与月額 平 均 年 齢 

五戸町 345,281 円 379,113 円 48.4 歳 266,521 円 301,303 円 43.0 歳 

152 人 621,648 千円 
給　　　料 

76,664 千円 
職員手当 

246,004 千円 
期末・勤勉手当 

944,316 千円 6,213 千円 
計（Ｂ） 

給　　　　　　　与　　　　　　　費 

97,389 千円 1,266,135 千円 18.3 ％ 19.7 ％ 

実質収支 住民基本台帳人口 
（Ｈ16. 3 .31現在） 

歳　出　額 
（Ａ） 

職　員　数 
（Ａ） 

人　件　費 
（Ｂ） 

（参考） 
14年度の人件費比率 人件費率　Ｂ　 　　　　─ 　　　　　Ａ　 （ ） 

１人当たり Ｂ 　　　　　 ─ 給　与　費 Ａ （ ） 

６．一般行政職の級別職員数の状況（Ｈ１６.４.１現在） 

（注）１．五戸町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
　　　２．標準的職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され勤務している場合は、採用後の年数をいいます。 

区　　分 
標準的職務内容 
職 員 数（人） 
構 成 比（％） 
１年前の構成比（％） 参

考 ５年前の構成比（％）

８級 
参　　事 

12

9.3

７級 
課　　長 
３
2.3

６級 
課長補佐 

20

15.5

５級 
班　　長 

41

31.8

４級 
総括主査 

22

17.1

３級 
主　　査 

18

14.0

２級 
主　　事 

12

9.3

１級 
主 事 補 
１ 
0.8

計 

129

100

9.0 2.3 15.0 30.1 20.3 12.8 8.3 2.3 100

7.3 2.7 14.7 26.0 32.0 5.3 10.7 1.3 100

国 327,555 円 40.2 歳 283,384 円 47.9 歳 



８．特別職の報酬等の状況（Ｈ１６.４.１現在） 

９．部門別職員数の状況と主な増減理由（Ｈ１６.４.１現在） 

（注）職員数は一般職に属する職員（教育長を含む）数。

区　　　　　分 職　員　数（人） 
部　　　　　門 

小　　計  

小　　計  

普 通 会 計 　計 

合　　　　　　　計 

病　　　院 
下 水 道 
国　　　保 
老　　　人 
介護保険 

 
公営企業等 

 
会計部門 

教　　育  特別行政  
部　　門  

小　　計  

一般行政  

部　　門  

議　　会  
総務企画  
税　　務  
民　　生  
衛　　生  
農林水産  
商　　工  
土　　木  

32

147

180

327

155

7

6

1

11

32

115

2

39

14

23

9

15

1

12

32

148

171

319

147

6

6

1

11

32

116

2

38

13

23

13

15

1

11

30

144

169

313

146

6

5

1

11

30

114

2

38

13

21

13

15

1

11

3

11

△ 4

△ 3

△ 9

5

3

△ 2

△ 1

△ 1

△ 6

△ 8

△ 1

1

△ 1

△ 1

4

△ 1

△ 4

△ 2

△ 2

△ 2

△ 2

△ 8

△ 9

△ 1

△ 1

△ 2

欠員不補充 
 
事務の民間等委託 

事務の民間等委託 △１　欠員不補充 △１ 

 
 

保育所入所児童減に伴う保育士の減　△ １ 
欠員不補充　　　　　　　△  １ 

14年 15年 16年 14年 15年 16年 
対前年増減数（人） 主な増減理由 

給 料 月 額 等 区 　 　 　 分  

給 料 

町　　　長 
助　　　役 
収　入　役 
教　育　長 

768,000 円 
609,000 円 
585,000 円 
561,000 円 

報 酬 
議　　　長 
副　議　長 
議　　　員 

284,000 円 
241,000 円 
226,000 円 

区　　　　　分 給 料 月 額 等 
町　　　長 
助　　　役 
収　入　役 
教　育　長 

６月期　　　1.6月分 
12月期　　　1.7月分 

 
　計　　　　3.3月分 

期 末 手 当 
議　　　長 
副　議　長 
議　　　員 

６月期　　　1.6月分 
12月期　　　1.7月分  
　計　　　　3.3月分 

｛ 

� 

� 

� 区　　　分 

区　分 国の制度との異同 

（注）平成15年度は、選挙事務従事に伴う増加です。 

国の制度と異なる内容 内　　　　　　　　　　　容 

手当の種類（手当数） 
保育業務手当 

職 員 全 体 に 占 め る  
手当支給職員の割合  
支給対象職員１人当たり 
平 均 支 給 年 額 

借 家 最 高 支 給 限 度 額　27,000円 
持 家 　 3,000円 

配 偶 者　13,500円 
配偶者がいない職員で扶養親族１人まで　11,000円 

配偶者以外の扶養親族２人まで
　 　１人目　 6,500円 
　　２人目　 6,000円 

そ の 他 の 扶 養 親 族（１人につき）　 5,000円 
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子　 5,000円 

住居手当 
（月　額） 

扶養手当 

（月　額） 

交 通 機 関 利 用 者　　最高支給限度額　55,000円 
自 家 用 車 利 用 者　　最高支給限度額　35,000円 

通勤手当 
（月　額） 

建 設 機 械  
従 事 手 当  

代表的な  
手当の名称 

全職種  

３種類 
306,000 円 

72,000 円 

25,200 円 

9.9 ％ 

特殊勤務手当 

15年度一般 

会 計 決 算 （ ） 

区　　分 

14年度 

支 給 総 額 17,076 千円 

職員１人当た 
り支給年額 

132 千円 

15年度 

支 給 総 額 

異 

同 

異（自家用車） 

持家一律 3,000円 

距離区分により割増 

29,607 千円 

職員１人当た 
り支給年額 

231 千円 

時間外勤務手当 



●
科
名
お
よ
び
募
集
人
員

電
子
機
器
科
　
　
　
　

10
名

製
　
版
　
科
　
　
　
　

10
名

事
　
務
　
科
　
　
　
　

10
名

作
業
実
務
科
（
知
的
障
害
者
対

象
）

10
名

●
応
募
資
格

高
卒
程
度
の
学
力
を
有
し
、
障

害
が
安
定
し
、
１
年
間
の
訓
練

に
耐
え
ら
れ
、
訓
練
修
了
後
に

就
職
を
希
望
す
る
者
（
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
）

●
願
書
受
付
期
間

平
成
16
年
12
月
２
日（
木
）か
ら

平
成
17
年
１
月
12
日（
水
）ま
で

●
選

考

日

・
電
子
機
器
科
・
製
版
科
・
事
務
科

平
成
17
年
１
月
20
日（
木
）

・
作
業
実
務
科

平
成
17
年
１
月
21
日（
金
）

●
応
募
方
法

入
校
願
書
を
公
共
職
業
安
定
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

℡
０
１
７
２
│

36
│

６
８
８
２

町
で
は
、
平
成
17
年
の
表
彰

式
・
年
賀
交
換
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

平
成
17
年
１
月
４
日
（
火
）

午
前
11
時
か
ら

●
場
　
　
所

町
立
公
民
館

●
会
　
　
費

１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
先

役
場
総
務
課
、
役
場
川
内
支

所
・
浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

●
申
し
込
み
期
限

平
成
16
年
12
月
17
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

℡
62
│

７
９
５
０
（
直
通
）

平
成
17
年
五
戸
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
五
戸
町

出
身
者
で
あ
れ
ば
、
現
在
他
市
町

村
に
住
ん
で
い
て
も
生
年
月
日
が

該
当
す
る
と
出
席
で
き
ま
す
の

で
、
一
緒
に
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

●
対

象

者

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
全
員
に
、
実
行
委
員
会

が
案
内
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
出
欠
の
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

平
成
17
年
１
月
９
日
（
日
）

・
受
付

町
立
公
民
館

午
後
１
時
か
ら
１
時
45
分

・
式
典

町
立
公
民
館
大
ホ
ー
ル

午
後
２
時
か
ら

・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

ア
ピ
ル
五
戸

午
後
３
時
か
ら

※
会
費
は
１
、０
０
０
円
で
自
由

参
加
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
62
│

７
９
６
５
（
直
通
）

例
年
11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
し
尿
の
く
み
取
り
申
し
込
み

が
集
中
し
混
雑
し
ま
す
の
で
、
年

内
に
く
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、
12
月
10
日（
金
）ま
で
に
下
記

の
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
み
取
り
業
務
は
12
月

29
日（
水
）か
ら
１
月
３
日（
月
）

ま
で
休
業
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

青
森
県
南
清
掃
株
式
会
社

・
本
社
（
十
和
田
市
）

℡
０
１
７
６
│
23
│

４
３
５
１

・
五
戸
営
業
所

℡
62
│

２
４
１
６

●
対

象

者

次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

・
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
に
在

学
中
で
五
戸
町
出
身
の
方

・
健
康
で
海
外
で
の
生
活
お
よ
び

研
究
、
調
査
活
動
の
で
き
る
方

・
外
国
語
の
基
礎
知
識
を
有
す
る

方
●
研

修

先

英
国
を
含
む
諸
外
国

●
研
修
期
間

３
〜
５
週
間

※
平
成
17
年
２
月
28
日（
月
）ま
で

に
研
修
完
了
す
る
こ
と
。

●
補

助

金

50
万
円

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
１
月
31
日（
月
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
学
務
課

℡
62
│

７
９
６
４
（
直
通
）



平成17年度用町民カレンダー（平成17年３月発行）
掲載作品を募集します。五戸町の行事や風景・暮らし
など、ふるってご応募ください。

◎募集作品 写真・絵・版画など
（未発表作品で１人２点まで）

◎応募方法 作品に題名・住所・氏名・年齢・職業
（学校名および学年）・電話番号を添えて、
五戸町役場総務課に持参してください。

◎応募締切 平成16年12月22日（水）

◎そ の 他　写真に肖像権を有する人物などが含まれ
ている場合、応募者本人が公表の承諾を
得てください。採用の場合、著作・使用
権は五戸町役場に帰属します。

◎問い合わせ先 役場総務課　 62－2111 内線215

痴呆の症状はさまざまです。“正しい知識で
心温まる介護”を目指し講演会を開催します。多数ご
参加ください。

◇と　き　平成16年12月22日（水）
18：30～20：00

◇ところ 五戸町立公民館（小ホール）

〇講　師
みかわ神経科内科　院長　三川　博　先生

〇対　象
介護に従事している専門職の方および痴呆性
高齢者を抱える家族の方、その他高齢者介護
に関心のある方

〇申し込み期限
平成16年12月15日（水）

〇申し込み・問い合わせ先
役場福祉課　基幹型在宅介護支援センター

62－2111（内線254）



12月の 
行事予定 
12月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

12月の 
相 　 談 
12月の 
相 　 談 相談は無料です

■４日（土）クリスマスコンサート
17：30～ 町図書館

■12日（日）町長杯ソフトバレーボール大会
９：00～ 倉石スポーツセンター

12月の 
献 　 血 
12月の 
献 　 血 

健康なあなたと
私にできること

■20日（月）
９：30～10：30 ＪＡしんせい五戸本店
11：00～12：00 役場
13：30～16：00 五戸総合病院

社
会
福
祉
士
養
成
課
程

●
履
修
年
数

２
年

●
受
験
資
格

・
大
学
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
）

・
短
大
、
高
校
を
卒
業
後
、
福
祉

施
設
で
２
〜
４
年
以
上
の
相
談

援
助
業
務
の
経
験
の
あ
る
者

●
願
書
受
付
期
間

平
成
16
年
12
月
21
日（
火
）か
ら

平
成
17
年
３
月
１
日（
火
）ま
で

※
必
着

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

℡
０
４
２
│

５
７
２
│

３
１
５
１

■ 4日（土）法務局なんでも相談所
10：00～16：00 法務局八戸支局

■ 9日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■10日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■12日（日）行政相談
13：00～17：00 倉石温泉

■14日（火）人権特設相談
13：30～16：00 町立公民館

■16日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■27日（月）行政相談
10：00～15：00 倉石コミュニティセンター

■健康相談
2日（木） 13：00～15：00
16日（木） 町立公民館児童室

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
14日（火） 10：00～15：00
27日（月） 八戸市市民相談室

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

12月11日（土）から20日（月）まで

毎月１日は県民交通安全の日

１ 飲酒運転の根絶
２ 高齢者の交通事故防止　
３ 冬道の安全運転の推進

観光農園やグリーン・ツーリズムなど、新たな視点か
らの都市と農村の交流活動の進め方などについての
フォーラムが開催されます。
参加申し込みは、電話かＦＡＸで12月10日（金）までに

八戸地域農業改良普及センターへ。

○日時 平成16年12月17日（金） 13：00～15：30

○場所 ウェルサンピア八戸（青森厚生年金休暇センター）
「大岳の間」
八戸市東白山台１丁目１－１　℡ 23－５１５１

講演　「農村ならではの　もてなしの心
～宿泊客の変化に対応した接客～」

講師　ホテル「花禅の庄」社長　石澤照代　氏
パネルディスカッション

「地元の旬を共有しよう！　
～今、創出される新たな交流活動から～」

○申し込み先
三戸地方農林水産事務所八戸地域農業改良普及センター
ＴＥＬ 27－４４４４　ＦＡＸ 23－２８０１

１ 割のスピードダウン
２ 倍の車間距離
３ 分早めの出発

歩道通行
が原則です

右側通行



●
派
遣
先
・
定
員
・
期
間

・
イ
ギ
リ
ス

20
名

平
成
17
年
２
月
13
日（
日
）か
ら

２
月
26
日（
土
）ま
で

・
カ
ナ
ダ

20
名

平
成
17
年
２
月
13
日（
日
）か
ら

２
月
26
日（
土
）ま
で

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

20
名

平
成
17
年
２
月
20
日（
日
）か
ら

３
月
１
日（
火
）ま
で

・
ア
メ
リ
カ

20
名

平
成
17
年
２
月
20
日（
日
）か
ら

３
月
５
日（
土
）ま
で

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

15
名

平
成
17
年
２
月
20
日（
日
）か
ら

３
月
１
日（
火
）ま
で

・
カ
ン
ボ
ジ
ア

15
名

平
成
17
年
２
月
27
日（
日
）か
ら

３
月
９
日（
水
）ま
で

●
対
　
　
象

18
歳
以
上
男
女（
高
校
生
不
可
）

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
１
月
10
日
（
月
）

※
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
み
平
成
17
年
１

月
17
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

℡
０
３
│

３
３
５
９
│

８
４
２
１

●
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

定
員
８
名

・
日
　
　
時

平
成
17
年
１
月
12
日（
水
）か
ら

１
月
14
日（
金
）ま
で

・
場
　
　
所

十
和
田
市

・
申
し
込
み
期
限

平
成
16
年
12
月
24
日（
金
）

●
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習

定
員
11
名

・
日
　
　
時

平
成
17
年
１
月
26
日（
水
）か
ら

１
月
28
日（
金
）ま
で

・
場
　
　
所

十
和
田
市

・
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
１
月
13
日（
木
）

※
応
募
資
格
な
ど
詳
細
は
、
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

八
戸
公
共
職
業
安
定
所

℡
22
│

８
６
０
９

平
成
16
年
12
月
１
日
か
ら
「
牛

の
固
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管

理
お
よ
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
流
通
段
階
で
も
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
国
産
牛

肉
（
精
肉
）
を
販
売
し
た
り
、

特
定
料
理
（
焼
肉
・
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
・
す
き
焼
き
・
ス
テ
ー
キ
）

と
し
て
提
供
す
る
業
者
は
、
牛

の
固
体
識
別
番
号
を
表
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
固
体

識
別
番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
検
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

牛
の
生
産
履
歴
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
検
索

http://w
w
w
.nlbc.go.jp/

○
携
帯
電
話
か
ら
の
検
索

http://www.id.nlbc.go.jp/m
obile/

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

℡
27
│

４
０
０
１

町
民
の
健
康
増
進
・
維
持
を

目
的
に
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
会

員
に
な
っ
て
健
康
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

●
全
体
の
集
い

平
成
17
年
１
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時

五
戸
町
立
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
先

塚
原
　
實さ
ね

敬ゆ
き

℡
62
│

３
１
４
３

竹
洞
　
兼
雄
℡
77
│

２
０
３
２

自
主
的
に
入
国
管
理
署
に
出
頭

し
た
不
法
残
留
者
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
者
に
対
す
る
「
出
国
命

令
制
度
」
が
新
設
さ
れ
、
こ
の
制

度
に
よ
り
出
国
し
た
者
の
上
陸
拒

否
期
間
は
１
年
に
短
縮
さ
れ
る
一

方
、
入
管
法
違
反
を
繰
り
返
す
者

の
上
陸
拒
否
期
間
は
10
年
に
伸
長

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
不
正
に
上
陸

許
可
を
受
け
た
者
な
ど
の
在
留
資

格
を
取
り
消
す
制
度
が
新
設
さ

れ
、
不
法
入
国
や
不
法
就
労
助
長

な
ど
に
対
す
る
罰
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
入
国
管
理
局
　
総
務
課

℡
０
２
２
│

２
５
６
│

６
０
７
６

平
成
17
年
１
月
か
ら
「
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
自
動
車
の
所
有
者
は

①
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い

（
平
成
17
年
１
月
以
降
の
新
車

購
入
時
、
現
在
お
持
ち
の
車
は

次
回
の
車
検
ま
で
に
、
車
検
を

受
け
ず
に
廃
車
す
る
場
合
は
廃

車
時
）

②
廃
車
す
る
際
は
、
自
治
体
に
登

録
し
た
引
き
取
り
業
者
に
引
き

渡
す
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
３
│

５
６
７
３
│

７
３
９
６

平成１６年12月31日現在で

工業統計調査を実施します
調査の対象となる製造業事業所に
は、統計調査員が伺いますので、
ご協力お願いします。

経済産業省・青森県・五戸町

☆
☆



の
巨
木
が
あ
る
。
地
元
の
人
々
が

「
天
神
様
の
い
ち
ょ
う
」
と
呼
ぶ

木
は
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

倉
石
の
文
化
財
（
平
成
五
年
）

に
よ
る
と
「
樹
高
約
二
十
八
メ
ー

ト
ル
、
胸
高
十
メ
ー
ト
ル
六
十
。

枝
か
ら
垂
れ
下
が
る
気
根
（
俗
称

ち
ち
）
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
枝
葉

は
見
事
に
茂
っ
て
い
る
。
樹
齢
約

七
百
年
と
い
わ
れ
、
葉
の
色
や
落

葉
に
よ
っ
て
根
雪
、
寒
暖
の
目
安

予
報
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
」。

儒
　
童
　
寺

年
寄
り
の
口
伝
に

よ
る
と
、
又
重
城
主
の
又
重
弥
五

郎
秀
次
に
神
童
と
称
さ
れ
る
子
ど

お
寺
を
後
に
、
集
落
外
れ
の
古

川
代
神
社
を
訪
ね
る
。
付
近
は
小

さ
な
農
村
公
園
に
な
っ
て
い
た
。

祭
神
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
周
囲

を
見
た
が
わ
か
ら
な
い
。
二
十
年

前
、
近
く
の
故
上
山
安
蔵
さ
ん

（
明
治
36
年
生
ま
れ
）
が
語
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

「
神
社
の
四
方
に
絵
馬
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
、
馬
頭
観
音
菩
薩
だ
と

い
う
人
も
あ
っ
た
。
古
い
獅
子
頭

が
数
体
あ
っ
て
も
踊
る
後
継
者
が

な
い
」
と
い
う
。

す
ぐ
近
く
に
庚
申
様
と
駒
形
神

社
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
調
査
し
よ

う
と
思
っ
た
が
、
雨
に
降
ら
れ
て

退
散
す
る
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

元
文
四
年
（
一
七
三
九
年
）
八

月
二
十
一
日
、
南
部
利と
し

視み

公
が

北
奥
の
民
情
巡
視
と
下
北
の
下
風

呂
湯
治
の
た
め
盛
岡
を
出
発
。
二

十
五
日
に
は
五
戸
村
に
到
着
し
、

五
戸
代
官
は
じ
め
下
役
人
、
御
与

力
な
ど
が
上
下
を
着
用
し
て
藩
公

を
出
迎
え
た
。
翌
朝
に
は
五
戸
村

を
た
ち
又
重
野
に
立
ち
寄
っ
た
。

又
重
野
御
野
係
は
馬
を
集
め
て
利

視
公
に
上
覧
さ
せ
た
。
そ
の
後
、

一
行
は
駒
袋
平
の
高
台
で
土
手
構

築
さ
れ
た
牧
場
を
見
学
し
、
元
の

道
に
戻
っ
て
米
田
川
（
後
藤
川
）

の
一
本
松
橋
を
渡
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
五
戸
地

方
で
は
馬
を
大
切
に
し
、
駒
形
神

社
や
蒼
前
神
社
が
各
地
に
造
ら
れ

た
。
舘
町
の
蒼
前
神
社
に
は
昔
の

絵
馬
が
約
百
枚
掲
額
さ
れ
て
い

る
。

天
神
様
の
い
ち
ょ
う

宮
台
前
か

ら
戸
来
方
面
に
向
か
っ
て
歩
く
。

十
分
足
ら
ず
で
右
側
の
畑
に
銀
杏

も
が
あ
っ
た
。
城
主
に
将
来
を
宿

望
さ
れ
て
い
た
が
、病
気
で
死
亡
。

そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
ま
た
、

国
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
に
学
問
を

教
え
る
た
め
寺
子
屋
風
の
建
物
を

建
て
た
の
が
由
来
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
寺
が
い
つ
舘
町
か
ら
古こ

川が
わ

代し
ろ

に
移
転
し
た
の

か
は
不
明
。

四
代
深
山
蘭
苗
和
尚

が
後
世
に
伝
え
よ
う
と

書
い
た
「
縁
起
録
」
が

残
っ
て
い
て
、
過
去
帳

も
古
い
も
の
が
あ
る
。

寺
宝
は
弘
法
大
師
作
の

真
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
約
四
セ

ン
チ
の
金
像
。
両
手
を
合
掌
し
た

像
で
、
厨
子
の
中
に
入
れ
ら
れ
庫く

裏り

に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
は

釈
迦
如
来
、
内
仏
様
は
聖
観

世
音
菩
薩
。

本
堂
の
裏
は
共
同
墓
地
に

な
っ
て
い
て
、
院
居
士
の
つ

い
た
三
浦
姓
の
あ
る
立
派
な

墓
碑
が
印
象
的
だ
っ
た
。
山

門
近
く
に
は
韋
駄
尊
天
像
の

立
札
、
草
相
撲
の
記
念
碑
、

六
地
蔵
、
忠
魂
碑
、
野
崎
先

生
の
碑
な
ど
が
並
ぶ
。
ど
れ

も
由
来
の
あ
る
石
碑
な
の
だ

ろ
う
。

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１０,３７８人（－24）

女　１１,０８６人（－10）

総人口２１,４６４人（－34）

世帯数１６,８８７世帯（－７）

平成16年11月１日現在

Ｎｏ.118

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

12月 の納期

納
期
限
12
月
27
日

町
県
民
税
　
　
　
第
４
期

儒童寺の山門

■
め
ぐ
み
保
育
園
園
児
が
勤

労
感
謝
の
日
に
ち
な
ん
で

町
長
を
訪
問
し
、
シ
ク
ラ

メ
ン
の
花
と
手
作
り
の
ク

リ
ス
マ
ス
飾
り
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

天神様のいちょう


